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はじめに 

本市議会における議会報告会は、議会基本条例に基づき初めて実施した平成

２４年８月を皮切りに、今回で第１３回目の開催となった。 

今回の議会報告会は 5 班体制とし、各班において１会場を担当、計５会場に

おいて実施した。議会報告の部分では、6月、9月の定例会報告、各特別委員会

の報告を行った。意見交換では、すべての会場で共通のテーマを、また各班にて、

その地域に関する自班のテーマを設定し、市民の声を伺った。 

那須塩原市議会報告会実施要綱第１１条の規定により、議会報告会報告書を

本書のとおり提出する。 

 

 

目次 

はじめに ....................................................................................................................... 1 

１ 第１３回議会報告会実施概要 .................................................................... 2 

２ 主な意見及び要望............................................................................................ 5 

３ 第１３回議会報告会のまとめと考察 ................................................... 16 

４ 資料 .................................................................................................................... 19 

  



2 

 

１ 第１３回議会報告会実施概要 

１班 

 

 

２班 

 

  

開催日時 令和元年１１月１２日（火）午後６時３０分～午後８時３０分 

会場 厚崎公民館 

参加人数 １３人 （男性９人 女性４人） 

担当議員 班長 星野 健二 進行役 齊藤 誠之 

司会者 星野 健二 報告者（議会） 鈴木 伸彦 

報告者（放射能） 相馬 義一 報告者（庁舎） 中村 芳隆 

記録者 玉野 宏 

意見交換の手法 車座 

意見交換テーマ 厚崎地区の課題とは 

開催日時 令和元年１１月１４日（木）午後６時３０分～午後８時３０分 

会場 まちなか交流センター くるる 

参加人数 ８人 （男性４人 女性４人） 

担当議員 班長 中里 康寛 進行役 吉成 伸一 

司会者 中里 康寛 報告者（議会） 佐藤 一則 

報告者（放射能） 小島 耕一 報告者（庁舎） 吉成 伸一 

記録者 田村 正宏 

意見交換の手法 ワークショップ 

意見交換テーマ クールなすしおばら～那須塩原市の魅力を発掘しよう！！～ 
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３班 

 

 

４班 

 

  

開催日時 令和元年１１月１３日（水）午後２時～午後４時 

会場 西那須野公民館 

参加人数 １８人 （男性１４人 女性４人） 

担当議員 班長 星 宏子 進行役 松田 寛人 

司会者 松田 寛人 報告者（議会） 相馬 剛 

報告者（放射能） 平山 武 報告者（庁舎） 金子 哲也 

記録者 星 宏子 

意見交換の手法 ワークショップ 

意見交換テーマ 生きがいのある高齢者社会づくりを考えよう 

開催日時 令和元年１１月１９日（火）午後７時～午後９時 

会場 東那須野公民館 

参加人数 １３人 （男性１１人 女性２人） 

担当議員 班長 森本 彰伸 進行役 森本 彰伸 

司会者 齋藤 寿一 報告者（議会） 山本はるひ 

報告者（放射能） 髙久 好一 報告者（庁舎） 伊藤 豊美 

記録者 森本 彰伸 

意見交換の手法 ワークショップ 

意見交換テーマ 那須塩原駅前活性化について 
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５班 

 

 

会場の設定及び参加者数について 

会場設定について 

○班会議にて、市内１５か所の公立公民館及びまちなか交流センターの中か

ら開催を希望する会場を選び、広聴広報特別委員会で最終的に調整した。 

・黒磯地区  ３会場（厚崎公民館、東那須野公民館、※まちなか交流センター） 

  ・西那須野地区 １会場（西那須野公民館） 

※２回実施 

 

参加者数について 

○合計 ７０名となった。 

 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 第 8回 第 9回 第 10回 

開催年月 H24.8 H25.11 H26.5 H26.11 H27.5 H27.11 H28.5 H28.11 H29.11 H30.5 

参加者数 220 93 89 91 97 60 70 94 62 66 

 

 第 11回 第 12回 第 13回 

開催年月 H30.11 R元.6 R元.11 

参加者数 78 ※23 70 

              ※第 12回は議会フォーラムを 1回開催したのみ 

  

開催日時 令和元年１１月１９日（火）午後６時３０分～午後８時３０分 

会場 まちなか交流センター くるる 

参加人数 １８人 （男性１６人 女性２人） 

担当議員 班長 山形 紀弘 進行役 山形 紀弘 

司会者 櫻田 貴久 報告者（議会） 益子 丈弘 

報告者（放射能） 眞壁 俊郎 報告者（庁舎） 眞壁 俊郎 

記録者 大野 恭男 

意見交換の手法 ワークショップ 

意見交換テーマ 防災の在り方について 
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２ 主な意見及び要望 

共通テーマ「新庁舎について」 

場所について 

①市長のいう予定地から旧黒磯クリーンセンター跡地の方に場所を移動し、駅

前は高さ制限を緩和すれば活性化されるのでは。 

②税を上げて場所を変更してもいいのでは。 

③駅前につくる必要があるのか。ベカルト跡地を使わないのか。 

④場所がほぼ決定されているのであれば、次に設計となるが市民（代表。パブリ

ック）等の意見を十分に聞いて進むべきである。 

⑤早急に建てるべきだ。 

⑥すでに決定している基本構想にのっとり建設するべき。 

⑦平成 29年に新庁舎建設有識者会議で決定している。早急に進めるべき。ここ

で話題にされても私たちが話をすることはない。 

⑧高さ制限があるためネックである。 

⑨庁舎建設によって地価の高騰を心配する。 

 

景観について 

①景観を残してほしい。(那須連山が見えないと困る) 

 

利便性 施設設備関係 

①障害者や生活弱者の意見を実際に聴取し、ユニバ－サルデザインを意識した

施設にしてほしい。 

②障害者専用駐車場や仕切りがあり、ワンストップで手続きが完了する窓口を

設ける。 

③高齢者が利用しやすい庁舎にしてほしい。 

④明るいイメージの利用しやすい庁舎。 

⑤庁舎内に図書館をつくってほしい。 

⑥庁舎内に郵便局をほしい。 

⑦那須塩原市の歴史が学べるゾーンがほしい。 
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⑧市役所建設は、そこで働く職員の職場環境を第一に考えるべき。 

⑨庁舎内の通路は広くしてほしい。 

⑩災害があった場合、避難所になるような機能もあってほしい。 

⑪テナントを入れて稼げる市役所にしてみては。 

⑫市庁舎は憩いの場ではないので機能性を重視。 

⑬事務効率が良くなる設計。 

⑭喫煙所は外にも作らないでほしい。（受動喫煙防止） 

⑮緑地帯はいらないが、郊外は自然を残す。 

 

利便性 市民スペース 

①市民が気軽に交流できるようなスペースを設けてほしい。 

②勉強するスペースがあると学生も行きやすい。 

③市民の利便性を重視、ソフト面でも高めていただきたい。 

④庁舎内の市民の待つ場所は柔らかい雰囲気につくってほしい。 

⑤子連れでも行きやすい庁舎にしてほしい。（遊ばせる場所等） 

⑥高齢者がゆったりできるスペースがあれば良い。 

⑦子どもや若者が集える場所がほしい。 

⑧自治会が使えるように多目的ホールがあるとよい。 

⑨勉強スペースの併設など話題性は不用、極力シンプルに。必要ない人は行く必

要なし。 

 

利便性 駐車場について 

①駐車場をできるだけ確保し、十分な駐車スペースも確保してほしい。 

②職員駐車場は市役所近くがよいのではないか。 

③駐車場をできるだけ少なくし、自家用車がなくても行けるよう公共交通機関

の充実を図る。 
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利便性 食事、カフェ 

①那須塩原産の食材を使ったランチやカフェに市民が気軽に立ち寄れるような

市役所にしてほしい。 

②市役所内に展望台や食堂をつくってほしい。 

③イベント広場があると良い。 

 

その他 

①県北（広域）の観光や産業の窓口機能を持ったハブ的庁舎にしてほしい。 

②文化会館やコンベンションセンターを併設しては。新幹線の駅前という立地

環境を考えると間違いなく賑わいを生む起爆剤になる。 

③中心市街地は機能的に駅ビル、銀行など。 

④ショッピングモールを隣接してみてはどうか。 

⑤庁舎だけが立派ではもったいない、周囲の街づくりと一体に考えてほしい。 

⑥全部ゼロにしてほしい。 

⑦初めから考え直すべき。 

⑧今の現庁舎をリフォームして使用してほしい。 

⑨安い費用でつくってほしい。 

⑩豪華な建物はいらない。 

⑪お金ではなく、しっかりとした建物を期待する。 

⑫市庁舎に行かなくてもできるソフト面の充実。 

 

市議会について 

①みんなの意見を伝えるのが議会の役割。 

②市議会としての決まったビジョンはあるのか。市議会として市民がわかりや

すいビジョンを持ってほしい。執行部から出てきたものでしか審議していな

い。 

③市議会に期待してもダメ。 

④実施計画は変わらない。庁舎建設検討特別委員会で了解しているのなら今更、

意見聞いてどうするのか。 
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⑤まちづくりについて議員のネットワークで意見を聞くディスカッションもや

れるのでは。 

 

 

班別テーマについて 

１班 厚崎地区の課題とは？ 

①国体道路(ヨークベニマル交差点付近)、唐杉街道が大変に渋滞、議会で取上げ

県に要望してほしい。 

②渋滞の実態調査⇒方法論が出てくる⇒計画を作る。 

③交通整理に警察を。(散歩のコースになっている) 

④地域の横のつながりがない。(各世代の連携がとれない) 

⑤厚崎公民館が避難所になったが、使用者がわかるようにすべき。(戸惑った人

がいたので、連絡方法を確認すべき) 

⑥道路計画を水面より上に上げるべき。 

⑦下水道がない。 

 

 

２班 クールなすしおばら～那須塩原市の魅力を発掘しよう！！～ 

①災害に強い。 

②日本一安全な街。 

③皇室との歴史的なつながり。 

④野菜や花が産直で安価に手に入る。特に花のコストパフォ－マンスは最高。

（東京と比較すると） 

⑤那須塩原駅から見る山側の景色。 

⑥温泉をもっと周知すべき。駅に足湯を。 

⑦四季折々の景色が素晴らしい。 

⑧多様な温泉の泉質。 

⑨野球場・サッカ－場がいつでも使える。（いつでも空いている） 

⑩多様な特産品。（牛乳、牛肉、乳製品、野菜） 

⑪土地が安い。 



9 

 

⑫人柄が良い。（各地を経て移住した実感） 

⑬共和大学の利活用次第で魅力高まる。（例えば他大学との提携など） 

⑭新幹線の通勤費補助。 

 

参加した高校生の意見 

①体を動かす場所が少ない。 

②高校進学の際選択肢がたくさんある。 

③地元に大学があれば進学する。 

④気軽にバスケをする場所がほしい。 

⑤海外との交流などグロ－バルなところ。 

⑥雇用環境がもっと充実していれば地元に残る。 

 

 

３班 生きがいのある高齢者社会づくりを考えよう 

環境 

①高齢者と子供が一緒にいられる場所があれば良い。 

②遊休農地を活用して高齢者の居場所づくり。 

③高齢者がみんなで野菜をつくり自給率を上げる。 

④保育所とデイサービス施設を一緒にする。 

⑤子供を多く生める環境をつくる。 

⑥ゴミ出しについて対策を。 

⑦バス停までが遠い。 

⑧交通手段を確保してほしい。 

 

政策 

①生きがいサロンの規制をゆるくする。 

②生きがいサロンなども出てくる人が決まっており、参加者が少なくなってい

る。出席人数に応じるようになったが、黒磯が７，８人で西那須が 50人で３

６万円の補助に不公平感がある。 

③生きがいサロンを普及していくにはリーダーを応援していく必要がある。 
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④自治会老人会ないところは部屋を借りるようになる。自治会長が書類作成負

担である。 

⑤生きがいサロンに行く足がない。バスを利便性高める。 

⑥高齢者グループに未成年者が参加する仕組みづくり。 

⑦高齢者が自分の力で外出できるための支援を考える。 

⑧介護している人が疲れている。介護者をケアする組織を作る。助けるにも情報

不足そのような所に行くにも足が必要。 

⑨運転免許返納しても動けるようにしてほしい。 

⑩高齢者が気軽に出かけられる交通網の整備。 

⑪助け合い事業を積極的に推進する見守り。 

⑫温泉が多いがその効能と具体的な場所など PRするべき。 

⑬民間のリーダーを自治会に派遣するのもいいと思う。 

⑭高齢者の居場所を沢山作り助成金を出す。 

⑮生きがいサロンの活性化を図る。 

⑯隣近所の集合場所を作る。 

⑰生きがいサロンで健康体操、エンディングノートの書き方、旅行などを実施し

ている、地域助け合い運動を強化すべき。 

 

 

４班 那須塩原駅前活性化について 

①駅前に人が集まる仕組みづくりをしてほしい。（特に若い世代とシニア。） 

②駅前から那須など観光地への交通アクセスをよくしてほしい。 

③よそからの人にとって魅力的なところにしてほしい。 

④駅前に滞在できるような仕組みをつくってほしい。 

⑤西口は駐車場ばかりで、ゆっくりする場がない。 

⑥ちょっと休む場がない。 

⑦午後 5 時から 7 時はロータリーの車がものすごく多く、あぶない状況、どう

にかすべき。 
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⑧那須塩原駅前活性化ではなく、那須塩原市全体の人口を増やすことを考える

べきで、そのためには移住してくる人にとって、子どもを安心して育てられる

環境、教育の充実をはかってほしい。 

⑨都会へ通勤、通学しやすい仕組みを考えてほしい。 

⑩市役所ができるのであれば、道路を広くすることを考えてほしい、また国道 4

号とのアクセスをよくしてほしい。 

⑪東口の跡地の太陽光発電はあり得ない。コストコ、イケアそしてララポートの

様な商業施設にしてほしい。 

⑫駅に、観光案内や標高の表示そして那須連峰の案内などが有ると良い。 

⑬駅の構内、ロータリー又は近くの屋上などに足湯が有ると良い。 

⑭駅前でイベントを開催する。（雪遊び広場、イルミネーション、牛の乳しぼり

体験等） 

⑮街灯は自治会主導ではなく、市で計画的に設置してほしい。 

⑯小さな公園に遊具を設置してほしい。 

⑰駅前にオシャレなカフェが出来ると良い。 

⑱道路や踏切を整備して人の流れをスムーズにするべき。 

⑲街が暗いので街灯を沢山付けてほしい。 

⑳歩行者が歩きやすい様に歩道を整備してほしい。 

㉑インスタ映えするスポットを作る。（牛のオブジェ等） 

㉒駅に牛乳の出る水道を作る。 

 

 

５班 防災の在り方について 

①防災教室(小中学校)の充実。（釜石の奇跡を見習う） 

②少年消防クラブ（幼・保・小・中）の立ち上げ。 

③小学校高学年・全中学生に心肺蘇生法と AEDの使い方を教える。 

④総合防災訓練時に水没時の訓練。（JAFが行っている） 

⑤那須塩原全市をあげての総合防災訓練を行う。 

⑥災害による倒木の対応。 
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⑦停電時において各小中学校に発電機を置いてもらいたい。 

⑧消火栓・防火水槽の増設。 

⑨防災ラジオの開設要望。（補助金の支給） 

⑩避難所エリアごとに避難訓練を行うとき補助金の支給を要望する。 

⑪体育館避難所の段ボール仕切りではなく、専用のパーテーション対応にする。

（各避難所 50組） 

⑫みるメールの外国語バージョンも必要である。 

⑬議会として、国の復興庁 10年延長ではなく、防災省の設置を提案してほしい。 

⑭消防団員の認知度を高めるため、消防団各種表彰を広報なすしおばらに掲載

してほしい。 

⑮那須水害の教訓が生きているのか。どう改善されているのか知りたい。 

⑯那須水害の記録（DVD）の活用。（各公民館に配布） 

⑰消防が広域の為、市・消防署・消防団の連携が不充分で、消防署に那須塩原市

区域担当を設置してほしい。 

⑱台風 19号時、自主避難の連絡のタイミングが自主防災組織として難しかった。 

⑲自主防災組織強化として防災士の組織化をしてみてはどうか。 

⑳避難所には 3日分の水・食糧・発電機・燃料を用意してほしい。 

㉑要支援者に対する働きかけは、現在は自治会に依頼しているが、今後は福祉の

専門職を検討してほしい。 

㉒市補助金で推進している防災士養成の充実と資格取得者のスキルアップを要

望する。 

㉓各避難所運営のマニュアル化を作成してほしい。 

㉔住所不定者の対応もしてほしい。 

㉕避難所開設時のルールの周知をわかりやすくしてほしい。（どのような時にど

こを開設するのか。） 

㉖地域の人と一緒に作るハザードマップがあるとよい。 

㉗市に独居老人の登録をしているが、情報はどのような活用の仕方をしていく

のか明確にしてほしい。 
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㉘災害時の連絡網など周知の仕方に工夫がほしい。エリアメールや避難所開設

の情報など。 

㉙以前に河川の氾濫、増水があった場所があれば、ハザードマップなどで市民に

周知してほしい。 

㉚防災知識の向上のため巻狩り祭りなどで防災の勉強会を行ってほしい。 

 

 

その他 

その他意見及び要望 

①情報公開をして、もっと市民に知らせるべき。 

②高林産業団地の整備は。 

③黒磯公園に花を。 

④団地やアパートに住む一人世帯の方に支援を。 

⑤議員の数減らす。(22～24名) 

⑥黒磯板室のインターチェンジの信号が見づらい。 

⑦西口のロータリーが、送迎や土日の観光客にとっても危険、整備する計画はあ

るのか。 

⑧駅前(西口、東口)の活性化。 

⑨温泉が多いので、交通アクセスを細かく進めて観光客も含めて市民と観光客

を運んでほしい。 

⑩烏が森公園をフラワーパークにする。 

⑪巻狩りまつりを民間に委託して烏ヶ森を出発点にして東那須、黒磯を結んで

一体感を醸成するような企画を。 

⑫市のバスが使えなくなった。自治会でも使えるようにしてほしい。自治会役員

が迎えに行っていたが事故が心配で人を乗せられない。 

⑬地域ごとにこのようなこと（意見交換会）をやってほしい。 

⑭自治会加入率アパートに入居する際転入した人に自治会加入を促すよう、住

民課と総務課で連携して対応してほしい。老人会に男性が入らないのは、プラ

イドがあるから世間話が出来ないためである。東那須でやっている年金酒場
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は男性が集まる。男性のサロンをやれば集まるのではないか。生きがいサロン

はお酒禁止なので。 

⑮ボランティア不足。 

⑯各自治会に高齢化率を統計的に分析して住民に対して広報する。 

⑰空き家の活用などで身近なところに沢山の居場所を作る。（場合によっては家

賃の助成金を考えてほしい。） 

⑱社協と連携をとり、高齢化率を自治会に知らせる。 

⑲新庁舎建設について議会は確固たるビジョンはないのか。報告会を出ている

が、そのあとがどうなっているかが見えない。書かされているが。 

⑳３０年度決算の一般会計について、家計簿に例えている広報の表現はおかし

いのではないか、議会は、そういったところもチェックすべきである。 

 

 

アンケート自由記入欄の意見及び要望 

①議会報告会の結果をどのように議会に反映させようとしたのかを地区向けに

報告書を出してほしい（地区別に作る事）。議会だよりだけにとどまらないで。 

②市民の方にもっともっと参加してもらいたい。その工夫をしてほしい。全員が 

発言しやすい会、進行役の人をしっかり置く。 

③開催の PRを。 

④市議会のクオリティを高めてほしい。 

⑤中期総合計画から見直してほしい。 

⑥参加人数を増やす方策を考えるべきと思います。 

⑦駅前の活性化事業について、構想が示された際には、早めにアナウンスしてほ

しい。事業費、予算、計画概要等。 

⑧地域の意見を反映できる方法を検討していただきたい。 

⑨先の台風の折、塩原ダムの放流の際、放流後しばらくしてから和田山地区住民

に対し、避難勧告が出されたが、放流前に行うべきだったのではないか。議会

としても一体となって検討すべきではないか。 

⑩メガソーラーの計画を中止してほしい。そして、観光地としての設備を作る。 

⑪「宇都宮共和大学那須キャンパス」を新庁舎にすべき。 
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⑫新庁舎有力候補地として那須塩原駅近く（弥六地区）が決定しているかのよう

に聞いているが、現在でも交通混雑がある状況の地域に、さらに新しい交通渋

滞の要因を作り出すことはない。 

⑬東京・首都圏～東北地方南部・仙台地域、更に群馬・茨城地域も含めてまでを

エリアのハブ都市となるような構想で新庁舎を建設して、その中心役所とな

るよう考えてほしい。 

⑭市が財政的な負担支援をした宇都宮共和大学那須キャンパス（学校法人須賀 

学園）と返還寄贈の交渉をやるべき。 

⑮東那須野地区の図書館を新庁舎内に設けてほしい。 

⑯那須塩原駅前活性化に必要なのは人口増加策である。 

 ◦人口増加策 

・若い人たちが夢をもって安全で安心して生活できるまち 

・若い夫婦が安心して出産、子育て・子供の教育ができるまちづくり 

・母子手帳の発行と同時に市の保健婦あるいは医師が毎月家庭訪問をして

妊婦の健康状態を診たり、相談や心配事を聞いたりする。 

・妊婦の定期健診＆出産時の入院費用は市が全額負担する。 

・育児休暇終了時点で市が子供を必ず預かることができるように保育所や

保育施設の増設と体制を整える。 

・乳幼児の面倒や世話する人を仕事の第一線を退いた人たち、子育て経験の

豊かな高齢者がボランティアであたる。 

・放課後の小学生児童の学童保育として、小学校の空き教室を学童保育施設

として１９時まで預かり見守る体制を整備する。 

・学童保育の保育員は、市の委託員として募集したり、ボランティアを募る。 

・全国の最新の教育機器・設備・施設を小学校と中学校に備える。 

・市内の高等学校と中学生の保護者及び教員代表、市民の代表、市教育委員

会委員、市長との意見交換会を実施する。 

・大学進学に関しては、首都圏内大学に新幹線通学ができるような自宅から

那須塩原駅までの交通方法や手段の支援策を、駅から大学までの新幹線

通学の支援策を有識者を交えて市職員、市議会議員、市民代表で考えてほ

しい。 

⑰駅東口の区画整理をしてほしい。東口ひろばにマーケットビルを建設し、東口

駅前ショッピングモールとして商店、店舗を集中させる。 
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⑱放射能計測は定点だけでなく、小学校等子どもが使う施設の計測もお願いし 

たい。 

⑲市役所と駅が近いとバス路線も便利にできる交通機関の充実をお願いしたい。 

⑳県内でも有数な立派な新庁舎を建設してほしい。 

㉑エリアテーマである防災についての意見交換は、市役所の取組（防災に対する） 

が不明のため、今後は市役所の参加を希望します。 

㉒市役所職員の窓口での対応の不親切さを、感じることが多々あります。（もち

ろん大半の窓口はいいです）また、知識の低さを感じることもあります。 

 

 

３ 第１３回議会報告会のまとめと考察 

実施体制について 

 ○期数や所属する委員会等を勘案し、５班に分かれて実施した。班編成は、広

聴広報特別委員会が行った。 

 

広報活動について 

 ○ポスター掲示依頼 

 ○チラシの全戸配布 

 ○イベントでのチラシ配布（巻狩りまつり、産業文化祭） 

 ○市広報及び議会だよりへの掲載 

 ○見るメールによる周知 

 ○各議員による周知 

 

当日の進行について 

意見交換の形式について 

○これまでの議会報告会と同様に、議会報告と意見交換会の２部制で行った。

意見交換の形式は、各班において協議し、決定した。 

 ○意見交換の形式は、１班のみが車座形式で、その他はワークショップ形式で

あった。 

時間配分について 

 ○例年どおり意見交換会の時間を多めに配分した。 
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・第１部 議会報告会 ３５分 

  ・第２部 意見交換会 ５０分 

  ・挨拶、休憩、アンケート記入等 ３５分 

 

意見交換テーマについて 

 ○意見交換のテーマは、共通テーマと班別に設定したテーマの２つを用意し

た。 

 ○共通テーマは、広聴広報特別委員会にて協議し、「新庁舎について」とした。 

 ○班別テーマは、各班において協議して決定した。 

  ・１班 厚崎地区の課題とは？ 

  ・２班 生きがいのある高齢者社会づくりを考えよう 

  ・３班 クールなすしおばら～那須塩原市の魅力を発掘しよう！！～ 

  ・４班 那須塩原駅前活性化について 

  ・５班 防災の在り方について 

 

アンケート結果について 

参加者について 

 ○参加者の属性は、男性が７７％、６０代及び７０代が５８％と、偏りがみら

れた。若年層や、女性の参加を促すための対策が必要である。 

  

議会報告会の内容について 

 ○参加動機で最も多かったのが、「テーマに興味があったから」であった。今

後もテーマの設定にあたっては、陳腐化しないように社会情勢に応じた内

容としたい。 

 ○定例会等の議会報告の内容について、「わかりやすかった」という回答は、

４４％であった。より具体的な話を聞きたい等の要望があった。 

 ○意見交換会の内容について、「満足」、「ある程度満足」という回答は、９０％

であった。議員と直接話ができて良かった、ほかの方の意見が聞けて良かっ

た等の肯定的な感想が多かった。 

  



18 

 

市民の皆様からいただいた意見及び要望について 

今回の議会報告会でいただいた意見及び要望については、前回同様議会だよ

り（２月２０日号）にも掲載をする。各委員会で取り扱いを決めて、今後の活動

に活かして行きたい。 

 

 

今後の議会報告会について 

今回の報告会は、これまでの 3 班体制から 5 班体制としたことで、より各議

員の担当部分が大きくなった。その為、実際の報告会の運営の部分で、担当議員

は苦労したこともあったと思う。各会場の人数配分を少なくした理由は、今後の

議会報告会において、報告の部分はもちろん、意見交換会の充実を図るうえで、

人数の配分を少なくして、より多くの会場を訪れることができるものかの確認

の意味もあった。今回の反省点も踏まえ、今後の対応を考えていきたい。 

また、新公共施設「くるる」がオープンをしたことに伴い、新たな施設をＰＲ

する意味合いも込めて、今回は 2 つの班が会場を使用した。沢山の市民が訪れ

る場所での開催は議会の取り組みを理解していただくのには大変友好的だと考

えるので、今後も活用していきたいと考える。 

しかし、今回の会場選定は、市内の地域の偏りがひどく、一部の市民より苦情

の意見をいただいた。反省をしたい。 

今後の議会報告会及び意見交換会「なしおふれあいトーク」について、広聴広

報特別委員会では、より多くの世代との意見を、対話をとおして取り入れるべく、

さらなる工夫を委員会にて協議を重ね、検討し実施に向けて努力していく。 
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４ 資料 

アンケート結果 

 ○アンケート回収数 ５６枚 

問１ 那須塩原市にお住まいですか。 

はい ５３ 

いいえ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 性別と年齢についてお答えください。 

男性 ３６ 

女性 １１ 

 

 

 

 

 

 

１０代 ２ 

２０代 １ 

３０代 ５ 

４０代 ９ 

５０代 ６ 

６０代 １２ 

７０代 ２１ 

８０代以上 ０ 

 

  

95%

5%

はい いいえ

77%

23%

男性 女性

4% 2%

9%

16%

11%

21%

37%

0%

10代 20代 30代 40代

50代 60代 70代 80代以上
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問３ なしおふれあいトークは何でお知りになりましたか 

各戸配布チラシ １８ 

ぎかいのひととき ５ 

市広報 ９ 

ポスター １ 

ホームページ ０ 

議員・知人からの紹介 ２１ 

その他 ２ 

 

〇その他の内容 

 ◦家族 

 ◦たまたま公民館を訪問したら開催していた 

 

 

 

問４ 本日参加された理由をお聞かせください。 

テーマに興味があったから ３０ 

知人・友人から誘われたから １１ 

会場が近かったから ２ 

議会に興味があるから ９ 

その他 ４ 

 

〇その他の内容 

 ◦自治会役員のため 

 ◦姉がいたから 

 ◦議員に誘われたから 

  

32%

9%

16%

2%
0%

37%

4%

各戸配布チラシ ぎかいのひととき

市広報 ポスター

ホームページ 議員・知人からの紹介

その他

53%

20%

4%

16%

7%

テーマに興味があったから

知人・友人から誘われたから

会場が近かったから

議会に興味があるから

その他
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問５ 議会報告（定例会・特別委員会報告）の内容についてお尋ねします。 

わかりやすかった ２２ 

わかりにくかった １１ 

どちらともいえない １７ 

 

 

 

 

 

○わかりやすかった理由 

 ◦活発な意見が飛び交い、とても有意義でした。 

 ◦特別委員会の報告にスライドが欲しかった。 

 ◦時間をもう少しとっていればよかった。 

 ◦スクリーンもあり、細かく説明されていたから 

○わかりにくかった理由 

 ◦形式的である。 

 ◦課題が広域でスピードがありすぎ、執行部とは余りに抽象的。 

 ◦関心のない事項の内容が多い。 

 ◦もう少し具体的にお話しして頂きたかった。 

 ◦報告（概要）の内容では議会報告の項にふさわしくない。 

 ◦資料が足りない。わかりやすく説明がほしい。 

 ◦市民からの深い意見が多く・・・ 

 ◦少し雑だと思いました。 

 ◦報告が雑。議会だよりに沿って報告しているが、どこを読んでいるのかわか

りにくい。 

○どちらともいえない理由 

 ◦冊子を読むだけではイマイチ。 

 ◦報告の内容に情報が少なかった。 

 ◦読めばわかる事なので。 

 ◦定例会の報告は、議会だよりの説明のみであったので、補足部分の説明が 

ほしい。  

44%

22%

34%

わかりやすかった わかりにくかった

どちらともいえない
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問６ 議会報告にはどのような内容を希望しますか。 

今のままでよい １１ 

本市全体の課題 １８ 

身近な地域の課題 １９ 

その他 ２ 

 

 

 

 

○その他の内容 

 ◦身近なところながら各地区、中心的なところではなく処理する。 

 ◦ふれあいトークに時間をたっぷりと充ててほしい。説明全体を 5分程度で 

よいのではなかろうか。 

 

 

問７ 意見交換会についてお尋ねします。 

満足 １６ 

ある程度満足 ３０ 

満足していない ５ 

 

 

 

 

○満足した理由 

 ◦自分の住む地域について多くの情報を知りました。 

 ◦短時間でしたが自分の知らない那須塩原の良さを知れたから。 

 ◦分かりやすかったので。 

 

○ある程度満足した理由 

 ◦色々他の方の見方、意見が聞けて良かった。 

 ◦議員と直接話ができたのはよかった。 

 ◦もう少し人数がいればもっと活発に。 

 ◦市長のお話を直接聞きたい。  

22%

36%

38%

4%

今のままでよい 本市全体の課題

身近な地域の課題 その他

31%

59%

10%

満足 ある程度満足 満足していない
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○満足していない理由 

 ◦市民の意見をもう少し聞こうとする姿勢がほしい。 

 ◦時間が足りない。 

◦テーブル別（グループ別）に分けないで、出席者全体でのフリートーク形式 

で実施してほしい。 

 

問８ 今後の意見交換のテーマとしてどのような項目を希望しますか。以

下から選択し、その下のカッコ内に具体的な内容をご記入ください。（複数可） 

健康・福祉 １４ 

くらし・文化・スポーツ １８ 

介護・高齢 １５ 

子ども・教育 ２１ 

環境・景観 ８ 

水道・下水道 ５ 

経済・観光 ９ 

安心・安全 １０ 

農業・畜産 ３ 

都市計画・交通 １２ 

まちづくり・市民活動 １５ 

市議会に関すること ０ 

その他 ０ 

 

○具体的な内容 

 ◦スマートシティー 

 ◦スポーツと特に教育（大人も含め）に力を入れてほしい。 

 ◦住宅地域には市水道がなく自主解決（給水塔設置）していることについて 

◦太陽光発電所がもたらす問題について 

◦子ども貧困について 

◦防災について 

◦世界と那須塩原の違いについて 

◦免許返納後、交通はどうなるのか。地域的にも車社会であるので、どう改善 

するのか。  

11%

14%

11%

16%

6%
4%

7%

8%

2%
9%

12%

0% 0%

健康・福祉 くらし・文化・スポーツ

介護・高齢 子ども・教育

環境・景観 水道・下水道
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問９ 次回も「なしおふれあいトーク」に参加してみようと思いますか。 

参加してみようと思う １７ 

日程と時間が合えば参加する ２５ 

身近なテーマだったら参加する ７ 

参加したいと思わない ０ 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ その他、本日の感想や議会に対するご意見、ご提言等をご記入くだ

さい。 

○社会福祉協議会地域支えあい推進員厚崎地区担当になったので本日参加しま

した。今後厚崎地区を知りたいので今後よろしくお願いします。 

○議員先生方が色々とあらゆる面で考えておられることがわかり良かったです。 

○各議員とのテーマに従って話し合いが行われ、よい機会でした。参加者の意見

も聞き取れてよかったです。出された要望事項を対策に結び付けてください。 

○この会議結果をどのように議会に反映させようとしたのかを地区向けに報告

書を出してほしい（地区別に作る事）。議会だよりだけにとどまらないで。 

○話を聞いていただけただけでもありがたい。提案の方よろしくお願いします。 

○初めて参加した。日程が合えば次も参加したい。 

○参加してもらうためにどうしましょう。 

○開かれた議会。情報公開。 

○参加人数は少なかったですが、明るい雰囲気で活発な意見が飛び交いとても

楽しい時間を過ごせました。若い人がもっと参加できる工夫があるともっと

いいなと思いました。 

○市民の方にもっともっと参加してもらいたい。その工夫をしてほしい。全員が 

発言しやすい会、進行役の人をしっかり置く。 

〇開催の PRを。 

35%

51%

14%

0%

参加してみようと思う

日程と時間が合えば参加する

身近なテーマだったら参加する

参加したいと思わない
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〇議員の発信力を期待。 

〇まちづくりに期待する。 

〇模造紙に書く意見がちゃんと展開していくかがはなはだ疑問です。 

〇市議会のクオリティを高めてほしい。 

〇中期総合計画から見直してほしい。 

〇参加人数を増やす方策を考えるべきと思います。 

○勉強になることがたくさんありました。ありがとうございました。 

〇駅前の活性化事業について、構想が示された際には、早めにアナウンスしてほ

しい。事業費、予算、計画概要等。 

○市民のリアルな声が届き、実行してくださると良いです。 

〇地域の意見を反映できる方法を検討していただきたい。 

〇先の台風の折、塩原ダムの放流の際、放流後しばらくしてから和田山地区住民 

に対し、避難勧告が出されたが、放流前に行うべきだったのではないか。議会 

としても一体となって検討すべきではないか。 

〇駅前活性化について、市長自身のビジョンを示してもらいたい。 

〇メガソーラーの計画を中止してほしい。そして、観光地としての設備を作る。 

〇「宇都宮共和大学那須キャンパス」を新庁舎にすべき。 

〇新庁舎有力候補地として那須塩原駅近く（弥六地区）が決定しているかのよう

に聞いているが、現在でも交通混雑がある状況の地域に、さらに新しい交通渋

滞の要因を作り出すことはない。 

〇東京・首都圏～東北地方南部・仙台地域、更に群馬・茨城地域も含めてまでを

エリアのハブ都市となるような構想で新庁舎を建設して、その中心役所とな

るよう考えてほしい。 

〇市が財政的な負担支援をした宇都宮共和大学那須キャンパス（学校法人須賀

学園）と返還寄贈の交渉をやるべき。 

〇東那須野地区の図書館を新庁舎内に設けてほしい。 
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〇那須塩原駅前活性化に必要なのは人口増加策である。 

◦人口増加策 

  ・若い人たちが夢をもって安全で安心して生活できるまち。 

  ・若い夫婦が安心して出産、子育て・子供の教育ができるまちづくり。 

  ・母子手帳の発行と同時に市の保健婦あるいは医師が毎月家庭訪問をして 

妊婦の健康状態を診たり、相談や心配事を聞いたりする。 

  ・妊婦の定期健診＆出産時の入院費用は市が全額負担する。 

  ・育児休暇終了時点で市が子供を必ず預かることができるように保育所や 

保育施設の増設と体制を整える。 

  ・乳幼児の面倒や世話する人を仕事の第一線を退いた人たち、子育て経験の 

豊かな高齢者がボランティアであたる。 

 ・放課後の小学生児童の学童保育として、小学校の空き教室を学童保育施設 

として１９時まで預かり見守る体制を整備する。 

 ・学童保育の保育員は、市の委託員として募集したり、ボランティアを募る。 

 ・全国の最新の教育機器・設備・施設を小学校と中学校に備える。 

  ・市内の高等学校と中学生の保護者及び教員代表、市民の代表、市教育委員 

会委員、市長との意見交換会を実施する。 

 ・大学進学に関しては、首都圏内大学に新幹線通学ができるような自宅から 

那須塩原駅までの交通方法や手段の支援策を、駅から大学までの新幹線 

通学の支援策を有識者を交えて市職員、市議会議員、市民代表で考えてほ 

しい。 

〇駅東口の区画整理をしてほしい。東口ひろばにマーケットビルを建設し、東口

駅前ショッピングモールとして商店、店舗を集中させる。 

○防災の在り方というテーマに興味関心があったので参加しました。皆さんか

らの御意見を聞いて勉強になりました。今後とも引き続き取り上げてほしい

ものです。 

〇放射能計測は定点だけでなく、小学校等子どもが使う施設の計測もお願いし 

たい。 

〇市役所と駅が近いとバス路線も便利にできる交通機関の充実をお願いしたい。 

○県内でも有数な立派な新庁舎を建設してほしい。 

〇新庁舎の話題が出たのは、少々面喰いました。 
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〇このような報告会も続けることに意味があると思います。期待しています。 

○エリアテーマである防災についての意見交換は、市役所の取組（防災に対する） 

が不明のため、今後は市役所の参加を希望します。 

〇各議員さんが熱心に取り組んでいることが感じられて良かったです。引き続 

き、しっかりと取り組んでいただきたいと願っています。 

〇市役所職員の窓口での対応の不親切さを、感じることが多々あります。（もち

ろん大半の窓口はいいです）また、知識の低さを感じることもあります。 

〇初めての参加であったので、どのように進行するかわからなかった。 

〇議会報告は、とりあえずやりましたという感じが否めず、あってもなくても同

じと思った。議員が「これ」と思った内容をピックアップしてもよいのではな

いか。 

〇意見交換会は、いきなり要望を書いて貼れといわれて少々乱暴な気がした。 

〇ふれあいトークの企画自体はとても素晴らしい取り組みだと思います。 

  



28 

 

各班報告書 

令和元年１２月１６日 

 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 吉成 伸一 様 

 

             那須塩原市議会 第 1班 班 長 齊藤 誠之 

                         記録者 玉野  宏 

                              

 

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  令和元年 11月 12日（火）午後 6時 30分～8時 30分 

２．会  場  厚崎公民館 

３．担当議員と役割 

       【担当議員】 

        進行役 齊藤 誠之 

        司会者 星野 健二 

        報告者(議 会) 鈴木 伸彦 

        報告者(放射能) 相馬 義一 

        報告者(庁 舎) 中村 芳隆 

        記録者 玉野 宏 

４．参 加 者  市民 13人（男性 9人、女性 4人） 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

６．報告会の運営について 

  ・今回の車座では、椅子の配置に多少の問題あり、参加者の声が聞きづらい

時があった。 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   １ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）            会場 厚崎公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 

審議結果 

1．交通安全対策費は、どのようなところに

使われているのか。 

 

 

2．信号機の改良や設置は県が行うことだ

が、議会からも働きかけてほしい。（意見） 

 

3．プレミアム商品券の申請は始まっている

のか。 

 

4．一般質問は全員おこなっているのか。 

1．交通指導員に対する報

酬など、交通安全に関す

ることに使っています。 

 

 

 

 

3．国の施策でありますの

で、始まっています。 

 

4．議長と監査委員は行い

ませんが、その他は議員

個々の判断でおこなって

います。 

放射能対

策検討特

別委員会 

  

庁舎建設 

検討特別

委員会 

1．那須塩原駅前には景観条例があるが、そ

れにとらわれずに立派な庁舎を建てて頂き

たい。(意見) 

 

2．市長はまちづくりビジョンを先に進める

ようだが、これは議員全員で決めるのか、市

長の権限なのか、有識者の意見を参考にす

ることは良いが、地元の人の意見を取入れ

見直しが必要ではないか。(意見) 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   ２  

 

■第１３回（令和元年１１月開催）            会場 厚崎公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

共通テーマ 

 

○新庁舎に

ついて 

1．市長のいう予定地から旧黒磯クリーンセ

ンター跡地の方に場所を移動し、駅前は高

さ制限を緩和すれば活性化されるのでは。 

2．税を上げて場所を変更してもいいので

は。 

3．みんなの意見を伝えるのが議会の役割。 

4．まちづくり 議員のネットワークで意見

を聞くディスカッションもやれるのでは。 

5．駅前につくる必要があるのか。ベカルト

跡地を使わないのか。 

6．景観を残してほしい。(那須連山が見えな

いと困る) 

7．障害者専用駐車場や仕切りのある窓口を

設ける。 

 

 

班テーマ 

 

〇厚崎地区

の 課 題 と

は？ 

 

 

 

 

 

 

 

1．国体道路(ヨークベニマル交差点付近)、

唐杉街道が大変に渋滞、議会で取上げ県に

要望してほしい。 

 

2．渋滞の実態調査⇒方法論が出てくる⇒計

画を作る。 

 

3．交通整理に警察を。(散歩のコースになっ

ている) 

 

4．地域の横のつながりがない。(各世代の連

携がとれない) 

 

 



31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

5．厚崎公民館が避難所になったが、使用者

がわかるようにすべき。(戸惑った人がいた 

連絡方法を確認すべき) 

 

6．道路計画を水面より上に上げるべき。 

 

7．下水道がない。 

 

 

1．情報公開をして、もっと市民に知らせる

べき。 

 

2．高林産業団地の整備は。 

 

3．黒磯公園に花を。 

 

4．団地やアパートに住む一人世帯の方に支

援を。 

 

5．議員の数減らす。(22～24名) 

 

6．黒磯板室のインターチェンジの信号が見

づらい。 

 

7．西口のロータリーが、送迎や土日の観光

客にとっても危険、整備する計画はあるの

か。 

 

8．駅前(西口、東口)の活性化。 
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令和元年１２月１６日 

 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 吉成 伸一 様 

 

             那須塩原市議会 第 2班 班 長 中里 康寛 

                          記録者 田村 正宏  

                              

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  令和元年 11月 14日（木）午後 6時 30分～8時 30分 

２．会  場  まちなか交流センター くるる 

３．担当議員と役割 

       【担当議員】 

        司会       中里 康寛 

        進行       吉成 伸一 

        議会報告     佐藤 一則 

        放射能特別委員会 小島 耕一 

        新庁舎特別委員会 吉成 伸一 

        記録       田村 正宏         

４．参加者  市民 8人（男性 4人、女性 4人） 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

６．報告会の運営について 

 ①参加人数が少なかったため、今後は更なる周知努力と周知方法について 

  検討する必要あり 

 ②高校生２名の参加により次世代の意見を聴くことができた 

 ③班の構成人員は、別班員に設営や受付等の支援を仰いだ部分はあるが、 

  運営上特に支障はない 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   １ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）              会場 くるる 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 

審議結果 

6 月定例会の会派代表質問において、「全て

の市民が公平に市民サ－ビスを受けるため

にマイナンバーカードの普及を急ぐ考え

は」との質問に市長が「職員自ら率先して取

得する必要がある」と答弁しているが実際

に職員や議員は取得しているのか。 

 

参加者本人が取得しようとして窓口に行っ

た際、職員の対応が悪く取得を断念した。 

公務員が率先して取得す

るという国の方針の下、

徐々に取得率は上昇して

いる。 

 

 

 

担当課に伝えたい 

放射能対

策検討特

別委員会 

  

庁舎建設 

検討特別

委員会 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   ２ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）              会場 くるる 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

共通テーマ 

 

○新庁舎に

ついて 

①障害者や生活弱者の意見を実際に聴取し

ユニバーサルデザインを意識した施設にし

てほしい 

 

②庁舎だけが立派ではもったいない、周囲

の街づくりと一体に考えてほしい 

 

③市内のどこからでも自家用車がなくても

行けるように公共交通網の充実を図ってほ

しい 

 

④那須塩原産の食材を使ったランチやカフ

ェに気軽に立ち寄れるような市役所にして

ほしい 

 

⑤ワンストップで手続きが完了する窓口配

置にしてほしい 

 

⑥市民が気軽に交流できるようなスペース

を設けてほしい 

 

⑦勉強するスペースがあると学生も行きや

すい 

 

⑧テナントを入れて稼げる市役所にしてみ

ては 

 

⑨文化会館やコンベンションセンターを併

設しては。新幹線の駅前という立地環境を

考えると間違いなく賑わいを生む起爆剤に

なる 
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⑩十分な駐車スペースを確保してほしい 

 

⑪勉強スペースの併設など話題性は不用、

極力シンプルに。必要ない人は行く必要な

し 

班テーマ 

 

〇クールな

すしおばら 

～那須塩原市

の魅力を発掘

しよう！！～ 

①災害に強い 

 

②日本一安全な街 

 

③皇室との歴史的なつながり 

 

④野菜や花が産直で安価に手に入る。特に

花のコストパフォ－マンスは最高（東京と

比較すると） 

 

⑤那須塩原駅から見る山側の景色 

 

⑥温泉をもっと周知すべき。駅に足湯を 

 

⑦四季折々の景色が素晴らしい 

 

⑧多様な温泉の泉質 

 

⑨野球場・サッカ－場がいつでも使える（い

つでも空いている） 

 

⑩多様な特産品（牛乳、牛肉、乳製品、野菜） 
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⑪土地が安い 

 

⑫人柄が良い。（各地を経て移住した実感） 

 

⑬共和大学の利活用次第で魅力高まる（例

えば他大学との提携など） 

 

⑭新幹線の通勤費補助 

 

【参加した高校生の意見】 

①体を動かす場所が少ない 

 

②高校進学の際選択肢がたくさんある 

 

③地元に大学があれば進学する 

 

④気軽にバスケをする場所がほしい 

 

⑤海外との交流などグロ－バルなところ 

 

⑥雇用環境がもっと充実していれば地元に

残る 
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                         令和元年１２月１６日 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 吉成 伸一 様 

 

             那須塩原市議会 第３班 班 長 星 宏子 

                         記録者 星 宏子 

                             相馬 剛 

                             平山 武 

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  令和元年１１月１３日（水）午後１４時～１６時 

２．会  場  西那須野公民館 

３．担当議員と役割 

       【担当議員】 

        松田 寛人（進行役、司会者） 相馬 剛 （議会報告者） 

        平山 武 （放射能報告者）  金子 哲也（庁舎報告者） 

４．参 加 者  市民１８人（男性１４人、女性４人） 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

６．報告会の運営について 

1. 庁舎建設検討特別委員会の委員が班にいなかったため返答に困ってしまった。 

2. ワークショップにおいてファシリテーターとしての力が足りずに、話している 

内容がテーマから外れてしまった。 

3. テーマにサブテーマがあると話しやすいのではないか。的を絞った方がいい。 

班のテーマについても「居場所について」「見守りについて」等具体的に。 

4. 準備不足を感じた。具体的なものを準備しておく。 

5. 公民館のプロジェクターのコードがなかったなど、設営に不備があった。 

6. パワーポイントを指しても参加者は紙面を見ていて、QRコードの説明 

をしても伝わらなかった。 

7. 事前の打ち合わせと準備が大切である。 

8. ワークショップで実施するなら、スーツではなく普段着にした方が親しみやすく 

話しやすいのではないか。 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   １ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）          会場 西那須野公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 

審議結果 

① 鳥の目浄水場の水の異臭や濁っている

と、広報やみるメールが届いたが、その

原因について伺う。 

 

 

② ６月、９月の議会に防災関係の議案がな

いことをどのように考えるのか。被害も

あったが、市民の安全を考えて議案に提

出すべきである。陰でやっても住 

民は安心できない 

 

 

 

 

 

③ 他の自治体からの自然災害廃棄物を受

入れを承認すると聞いた。受入れる場合

は、前もって市民にみるメールなどで報

告をしてもらえないのか 

 

④ 一般質問を傍聴しているが、執行部はき

ちんと答弁していないのに、再質問を更

に重ねてしていないのが多すぎるよう

に感じる。市議会のレベルの問題であ

る。留意してほしい。 

 

⑤ 議会だより 82 号 19 ページ 他市議会

が視察に来た件数があるが、意見交換な

どの内容をホームページに載せている

のか。 

取入口からなのか、天候

によってなのか原因は判

明していないと説明を受

けている。 

 

議案の中には防災に関す

る事項はないが、災害の

被害状況は全員協議会な

どで執行部からの説明を

受けており、一般会計で

農業被害水道事業会計専

決処分で議会の議決を経

ないで予算執行してい

る。 

 

議会は報告を受けていな

いが、受入れる場合は市

民に報告するように執行

部に要望として伺う。 

 

一般質問は発言時間が40

分時間配分があるため聞

けない時もある。意見と

して伺う。 

 

 

議会改革について、議会

基本条例の検証と今後の

取組検証計画について他



39 

 

市の市議会が視察に来て

いる。 

 

放射能対

策検討特

別委員会 

  

庁舎建設 

検討特別

委員会 

① ３月に基本計画を出したが、何もアナ

ウンスがない。2023 年に特別地方債が切れ

るので建設するということだったが、方法

が変わったなら変わったと知らせてほし

い。 

新庁舎計画については変

更になっていない。令和

５年までに完成しないと

合併特例債があるので駅

前に建設する方向で動い

ている。まちづくりにつ

いて市民の意見、大学の

有識者の意見をまとめ、

まちづくりビジョンに基

づき新庁舎建設も検討し

ていく。 

 

  



40 

 

議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   ２ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）          会場 西那須野公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

共通テーマ 

 

○新庁舎に

ついて 

意見 

① 有識者よりも現場市民の意見が大切。 

 

② 実施計画は変わらない。庁舎建設検討特

別委員会では了解しているのなら今更、

意見聞いてどうするのか。 

 

③ 市議会としての決まったビジョンはあ

るのか。市議会として市民がわかりやす

いビジョンを持ってほしい。執行部から

出てきたものでしか審議していない。 

 

④ 場所がほぼ決定されているのであれば、

次に設計となるが市民（代表。パブリッ

ク）等の意見を十分に聞いて進むべきで

ある。 

 

⑤ 早急に建てるべきだ。 

 

⑥ すでに決定している基本構想に則り建

設するべき。 

 

⑦ 平成 29年に新庁舎建設有識者会議で決

定している。早急に進めるべき。ここで

話題にされても私たちが話をすること

はない。 

 

 

要望 

⑧ 全部ゼロにしてほしい。 
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〈設計について〉 

⑨ 駐車場をできるだけ確保してほしい。 

 

⑩ 駐車場をできるだけ少なくし、公共交通

機関の利用を図る。 

 

⑪ 市庁舎は憩いの場ではないので機能性

を重視。 

 

⑫ 自治会が使えるように多目的ホールが

あるとよい。 

 

⑬ 緑地帯はいらないが、郊外は自然を残

す。 

 

⑭ 子供が遊べるスペース、高齢者がゆった

りできるスペースがあれば良い。 

 

⑮ 高齢者が利用しやすい庁舎にしてほし

い。 

 

⑯ 明るいイメージの利用しやすい庁舎 

（オープンではない） 

 

〈機能性について〉 

⑰ 市民の利便性を重視、ソフト面でも高め

ていただきたい。 

 

⑳ 市庁舎に行かなくてもできるソフト面

の充実 

 

 

㉑ 事務効率が良くなる設計 

 

㉒ 庁舎へのアクセスは考慮してほしい。

バスなど。 
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㉓ デマンド交通にして庁舎に行きやすい

ように。 

 

㉔ 中心市街地は機能的に駅ビル、銀行な

ど。 

 

<その他> 

㉕ 市議会に期待してもダメ 

 

班テーマ 

 

〇生きがい

のある高齢

者社会づく

りを考えよ

う 

〈環境〉 

① 高齢者と子供が一緒にいられる場所が

あれば良い。 

 

② 遊休農地を活用して高齢者の居場所づ

くり。 

 

③ 高齢者がみんなで野菜をつくり自給率

を上げる。 

 

④ 保育所とデイサービス施設を一緒にす

る。 

 

⑤ 子供を多く生める環境をつくる。 

 

⑥ ゴミ出しについて対策を。 
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⑦ バス停までが遠い。 

 

⑧ 交通手段を確保してほしい。 

 

〈政策〉 

⑨ 生きがいサロンの規制をゆるくする。 

 

⑩ 生きがいサロンなども出てくる人が決

まっており、参加者が少なくなってい

る。黒磯が７，８人で西那須が 50人で

３６万円の補助に不公平感がある。出席

人数に応じるようになったが。 

 

⑪ 生きがいサロンを普及していくにはリ

ーダーを応援していく必要がある。 

 

⑫ 自治会老人会ないところは部屋を借り

るようになる。自治会長が書類作成負担

である。 

 

⑬ 生きがいサロンに行く足がない。バス

を利便性高める。 

 

⑭ 高齢者グループに未成年者が参加する

仕組みづくり 

 

⑮ 高齢者が自分の力で外出できるための

支援を考える。 

 

⑯ 介護している人が疲れている。介護者

をケアする組織を作る。助けるにも情

報不足そのような所に行くにも足が必

要。 

 

⑰ 運転免許返納しても動けるようにして

ほしい 
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⑱ 高齢者が気軽に出かけられる交通網の

整備 

 

⑲ 助け合い事業を積極的に推進する見守  

  り 

 

⑳ 温泉が多いがその効能と具体的な場所 

など PRするべき 

 

㉑ 民間のリーダーを自治会に派遣するの 

もいいと思う 

 

㉒ 高齢者の居場所を沢山作り助成金を 

出す。 

 

㉓ 生きがいサロンの活性化を図る。 

 

㉔ 隣近所の集合場所を作る 

 

㉕ 生きがいサロンで健康体操、エンディ

ングノートの 

書き方、旅行などを実施している、地

域助け合い運動を強化すべき 

 

〈その他〉 

㉖ 市のバスが使えなくなった。自治会で

も使えるようにしてほしい。自治会役

員が迎えに行っていたが事故が心配で

人を乗せられない 

 

㉗ 地域ごとにこのようなこと（意見交換

会）をやってほしい。 

 

㉘ 自治会加入率アパートに入居する際転

入した人に自治会加入を促すよう、住

民課と総務課で連携して対応してほし

い。老人会に男性が入らないのは、プラ
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イドがあるから世間話が出来ないため

である。東那須でやっている年金酒場

は男性が集まる。男性のサロンをやれ

ば集まるのではないか。生きがいサロ

ンはお酒禁止なので 

 

㉙ ボランティア不足。 

 

㉚ 各自治会ごとに高齢化率を統計的に分

析して住民に対して広報する。 

 

㉛ 空き家の活用などで身近なところに沢

山の居場所を作る。（場合によっては家

賃の助成金を考えてほしい。） 

 

㉜ 社協と連携をとり、高齢化率を自治会

に知らせる。 

 

㉝ 温泉が多いので、交通アクセスを細か

く進めて観光客も含めて市民と観光客

を運んでほしい 

㉞ 烏が森公園をフラワーパークにする 

 

㉟ 巻狩りまつりを民間に委託して烏ヶ森

を出発点にして東那須、黒磯を結んで

一体感を醸成するような企画を 

 

その他 

 

① 新庁舎建設について議会は確固たるビ

ジョンはないのか。報告会を出ている

が、そのあとがどうなっているかが見え

ない。書かされているが。 

 

② ３０年度決算の一般会計について、家計

簿に例えている広報の表現はおかしい

のではないか、議会は、そういったとこ
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ろもチェックすべきである 
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令和元年１２月１６日 

報 告 書 

 那須塩原市議会議長 吉成 伸一 様 

 

             那須塩原市議会 第 班 班 長 森本 彰伸 

                         記録者 森本 彰伸 

                             山本 はるひ 

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  令和元年１１月１９日（火）午後７時～９時 

２．会  場  東那須野公民館 

３．担当議員と役割 

       【担当議員】 

        森本 彰伸（班長、進行） 

        齋藤 寿一（司会） 

        伊藤 豊美（報告 新庁舎建設検討特別委員会） 

                高久 好一（報告 放射能対策検討特別委員会） 

        山本 はるひ（報告 定例会） 

４．参 加 者  市民 13人（男性 11人、女性 2人） 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

６．報告会の運営について 

① ワークショップの形で意見がたくさん頂くことができた。 

② 想定していた、2テーブルギリギリの人数がきてくださった。 

③ 付箋に書くのは嫌だという人がいた。 

④ ワークショップが始まってから来た人がいて、想定していた６人を超えて７人のテー

ブルができてしまった。（もう始まっていたのでテーブルは増やさなかった） 

⑤ 報告はもっと簡単にして意見交換を長くして欲しかった。 

⑥ 新庁舎検討特別委員会の報告には質問は要らなかった。 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   １ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）          会場 東那須野公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 

審議結果 

1. 一般会計と特別会計はどう違うのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 決算が黒字ということはよいことなの

か。 

 

 

 

 

 

3. 市に住む外国人が増えていると思うが、

外国人の大人へのサポートで行っているこ

とがあれば、教えてほしい。 

 

 

4. 県から買っている水道はどのくらいでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．一般会計とは財政を

包括的に経理する会

計で、福祉や教育、消

防などの事業におけ

る会計のことで、特

別会計とは一般会計

とは別に独立した経

理が行われる会計の

こと。 

 

２．予算を決算が超える

ことが無く財政に余

裕があると言うこと

なので良いことであ

ると言えると思う。 

 

３．今日もこの会場の2階

では外国人に対する

日本語教室が行われ

ている。 

 

４．（後日回答済）県水道

１／３、市水道２／

３。平成３０年度の

県水道の受水量６，

６０５，５４７㎥で

５６８，００８，３３

３円である。 

 



49 

 

5. 黒磯の図書館は４月１日から６月３０日

までの期間中は使えないと言うことか。 

 

 

 

 

6. 「那須野が原に農場を」という本はどこ

で、いくらで買えるのか。 

 

５．今駅前に作っている

図書館に移動するた

めその期間は完全に

閉まる。 

 

 

６．那須野が原博物館で

購入することができ

ます。価格は※２千

円はしなかったかと

思いますが、はっき

りとは分かりませ

ん。 

（※１，５００円税込） 

放射能対

策検討特

別委員会 

1. 放射線量の計測データが公表されている

が、国の定める安全値も一緒に書いておい

てほしい。 

 

庁舎建設 

検討特別

委員会 

1. 新庁舎を建てるにあたり市長の方針変更

によりまちづくりのビジョンを伴う政策を

打ち出すと言うが、今まで新庁舎建設の話

をしてきてビジョンは無かったのか。 

 

 

 

 

 

 

2. 有識者会議が持たれるようだが、議会も

もっと積極的に関わるべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．もちろん前市長のこ

ろからビジョンはありま

したが、渡辺市長が新市

長になりまちづくりビジ

ョンの準備委員会を作り

建設する新庁舎の話をつ

めていきたいと言うのが

考えのようだ。 

 

２．現在５月で会議は止

まってはいるが、庁舎建

設検討特別委員会でこれ

からも検討し、要望もし

ていく。 
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3. 新庁舎をつくる場所は決定なのか。 

 

 

 

 

 

4. 宇都宮共和大学の跡地なら緑も多いし、

高速も近いし新庁舎の建設場所には良いの

ではないか。 

３．今年の３月にできた、

那須塩原市新庁舎基本計

画の中で場所は決まって

いる。 

 

４．ご意見としてお聞き

する。 

 

  



51 

 

議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   ２ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）          会場 東那須野公民館 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

共通テーマ 

 

○新庁舎に

ついて 

テーブルＡ 

1. 初めから考え直すべき 

 

2. 安い費用でつくってほしい。 

 

3. 市役所建設は、そこで働く職員の職場

環境を第一に考えるべき。 

 

4. 市役所内に職員用の食堂をつくってほ

しい（そこに市民も入れるようにして

ほしい）。 

 

5. 職員駐車場は市役所近くがよいのでは

ないか。 

 

6. 庁舎内の通路は広くしてほしい。 

 

7. 庁舎内の市民の待つ場所は柔らかい雰

囲気につくってほしい。 

 

8. 子ども連れの場合に、子どものいるス

ペースがほしい。 

 

9. 庁舎内に図書館をつくってほしい。 

 

10. 庁舎内に郵便局をほしい。 

 

11. 庁舎内にカフェがあるといい。 
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テーブルＢ 

1. 県北（広域）の観光や産業の窓口機能を

持ったハブ的庁舎にしてほしい。 

 

2. 子連れでも行きやすい庁舎にしてほし

い。（遊ばせる場所等）Ａ 

 

3. 庁舎内に図書館がほしい。Ａ 

 

4. 子どもや若者が集える場所がほしい。 

 

5. 那須塩原市の歴史が学べるゾーンがほ

しい。 

 

6. 市民が集うカフェがあると良い。Ａ 

 

7. イベント広場があると良い。 

 

8. どの地域からでもマイカー以外でアク

セスできるようにしてほしい。 

 

9. 喫煙所は外にも作らないでほしい。（受

動喫煙防止） 
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班テーマ 

 

〇那須塩原

駅前活性化

について 

テーブルＡ 

1. 駅前に人が集まる仕組みづくりをして

ほしい。（特に若い世代とシニア。） 

 

2. 駅前から那須など観光地への交通アク

セスをよくしてほしい。 

 

3. よそからの人にとって魅力的なところ

にしてほしい。 

 

4. 駅前に滞在できるような仕組みをつく

ってほしい。 

 

5. 西口は駐車場ばかりで、ゆっくりする

場がない  

 

6. ちょっと休む場がない。 

 

7. 午後 5 時から 7 時はロータリーの車が

ものすごく多く、あぶない状況、どうに

かすべき。 

 

8. 那須塩原駅前活性化ではなく、那須塩

原市全体の人口を増やすことを考える

べきで、そのためには移住してくる人

にとって、子どもを安心して育てられ

る環境、教育の充実をはかってほしい。 

 

9. 都会へ通勤、通学しやすい仕組みを考

えてほしい。 

 

10. 市役所ができるのであれば、道路を広

くすることを考えてほしい、また国道 4

号とのアクセスをよくしてほしい。 
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テーブルＢ 

1. 東口の跡地の太陽光発電はあり得な

い。コストコ、イケアそしてララポート

の様な商業施設にしてほしい。 

2. 駅に、観光案内や標高の表示そして那

須連峰の案内などが有ると良い。 

3. 駅の構内、ロータリー又は近くの屋上

などに足湯が有ると良い。 

4. 駅前でイベントを開催（雪遊び広場、イ

ルミネーション、牛の乳しぼり体験等） 

5. 街灯は自治会主導ではなく、市で計画

的に設置してほしい。 

6. 小さな公園に遊具を設置してほしい。 

7. 駅前にオシャレなカフェが出来ると良

い。 

8. 道路や踏切を整備して人の流れをスム

ーズにするべき。 

9. 街が暗いので街灯を沢山付けてほし

い。 

10. 歩行者が歩きやすい様に歩道を整備し

てほしい。 

11. インスタ映えするスポットを作る。（牛

のオブジェ等） 

12. 駅に牛乳の出る水道を作る。 
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令和元年１２月１６日 

 

報 告 書 

 

 那須塩原市議会議長 吉成 伸一 様 

 

             那須塩原市議会 第 5班 班 長 山形 紀弘  

                         記録者 大野 恭男  

                              

 

 

 下記のとおり報告会を開催しましたので、報告いたします。 

 

記 

 

１．日  時  令和元年 11月 19日（火）午後 6時 30分～8時 30分 

２．会  場  まちなか交流センター くるる  

３．担当議員と役割 

       【担当議員】 

        山形 紀弘(班長) 

        櫻田 貴久(司会) 

        益子 丈弘(議会) 

        眞壁 俊郎(放射能対策検討特別委員会) 

        眞壁 俊郎(庁舎建設検討特別委員会) 

        大野 恭男(記録者) 

４．参 加 者  市民 18人（男性 16人、女性 2人）…別紙受付表のとおり 

５．主な意見・要望 … 別紙記録様式のとおり 

６．報告会の運営について 

・会場について、多くの高校生等が学習していた為マイクの音量等に注意した。 

・多くの市民参加があり、積極的に意見を頂けた。 

・開催場所が重複していたので、要検討。 

・今回の構成（班の人数）で、今後も良いではないか。 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   １ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）              会場 くるる 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

定例会 

審議結果 

  

放射能対

策検討特

別委員会 

１・中間報告をホームページに掲載したと

いうが、なかなか見ることがない。紙ベース

でもほしい。 

 

２・放射線量、公園の立て看板の数値をチェ

ックしていますが、毎回同じ感じがするが

どうなっているか。今後も引き続き計測し

てほしい。 

 

庁舎建設 

検討特別

委員会 
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議会報告会報告書（別記様式） 【班報告用様式】    No.   ２ 

 

■第１３回（令和元年１１月開催）              会場 くるる 

報告事項 質 疑 ・ 意 見 回 答 内 容 

共通テーマ 

 

○新庁舎に

ついて 

１・今の現庁舎をリフォームして使用して

ほしい。 

 

２・災害があった場合、避難所になるような

機能もあってほしい。 

 

３・展望台、カフェがあるとよいのではない

か。 

 

４・豪華な建物はいらない。 

 

５・庁舎建設によって地価の高騰を心配す

る。 

 

６・高さ制限があるためネックである。 

 

７・お金ではなく、しっかりとした建物を期

待する。 

 

８・ショッピングモールを隣接してみては

どうか。 
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班テーマ 

 

〇防災の在

り方につい

て 

１・防災教室(小中学校)の充実。（釜石の奇

跡を見習う） 

 

２・少年消防クラブ（幼・保・小・中）の立

ち上げ。 

 

３・小学校高学年・全中学生に心肺蘇生法と

AEDの使い方を教える。 

 

４・総合防災訓練時に水没時の訓練（JAFが

行っている） 

 

５・那須塩原全市をあげての総合防災訓練

を行う。 

 

６・災害による倒木の対応。 

 

７・停電時において各小中学校に発電機を

置いてもらいたい。 

 

８・消火栓・防火水槽の増設。 

 

９・防災ラジオの開設要望（補助金の支給） 

 

１０・避難所エリアごとに避難訓練を行う

とき補助金の支給を要望する。 

１１・体育館避難所の段ボール仕切りでは

なく、専用のパーテーション対応にする。

（各避難所 50組） 

 

１２・みるメールの外国語バージョンも必

要である。 

 

１３・議会として、国の復興庁 10年延長で

はなく、防災省の設置を提案してほしい。 
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１４・消防団員の認知度を高めるため、消防

団各種表彰を広報なすしおばらに掲載して

ほしい。 

 

１５・那須水害の教訓が生きているのか。ど

う改善されているのか知りたい。 

 

１６・那須水害の記録（DVD）の活用。（各

公民館に配布） 

 

１７・消防が広域の為、市・消防署・消防団

の連携が不充分で、消防署に那須塩原市区

域担当を設置してほしい 

 

１８・台風 19号時、自主避難の連絡のタイ

ミングが自主防災組織として難しかった。 

 

１９・自主防災組織強化として防災士の組

織化をしてみてはどうか。 

 

２０・避難所には 3 日分の水・食糧・発電

機・燃料を用意してほしい。 

 

２１・要支援者に対する働きかけは、現在は

自治会に依頼しているが、今後は福祉の専

門職を検討してほしい。 

 

２２・市補助金で推進している防災士養成

の充実と資格取得者のスキルアップを要望

する。 

 

２３・各避難所運営のマニュアル化を作成

してほしい。 

 

２４・住所不定者の対応もしてほしい。 
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２５・避難所開設時のルールを周知をわか

りやすくしてほしい。（どのような時にどこ

を開設するのか。） 

 

２６・地域の人と一緒に作るハザードマッ

プがあるとよい。 

 

２７・市に独居老人の登録をしているが、情

報はどのような活用の仕方をしていくのか

明確にしてほしい。 

 

２８・災害時の連絡網など周知の仕方に工

夫がほしい。エリアメールや避難所開設の

情報など。 

 

２９・以前に河川の氾濫、増水があった場所

があれば、ハザードマップなどで市民に周

知してほしい。 

 

３０・防災知識の向上のため巻狩り祭りな

どで防災の勉強会を行ってほしい。 

 

 

 


